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博
物
館
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よ
り

令
和
5
年　
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号

第
51
回
移
動
展
示

博
物
館
ニ
ュ
ー
ス   　

  

　
　
　
　
２
０
２
２

第
51
回
移
動
展
示
「
博
物
館
ニ
ュ
ー

ス 

２
０
２
２
」
を
開
催
し
ま
す
。
期
間

中
、
交
流
促
進
施
設
「
ど
ん
と
」、
利
尻

ふ
れ
あ
い
温
泉
、
仙
法
志
郵
便
局
、
鴛

泊
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
2
階
）
の

島
内
4
カ
所
を
回
り
ま
す
。
展
示
を
設

置
し
て
い
る
場
所
と
そ
の
日
程
は
下
記

の
カ
レ
ン
ダ
ー
の
通
り
で
、
時
間
に
つ

い
て
は
各
施
設
の
開
館
・
営
業
時
間
に

準
ず
る
も
の
と
し
ま
す
。

こ
の
移
動
展
示
で
は
、
２
０
２
２
年

度
に
、
利
尻
島
や
当
館
で
話
題
と
な
っ

た
情
報
や
当
館
の
活
動
に
つ
い
て
パ
ネ

ル
2
枚
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
覧
い
た
だ
け
る
小
さ
な

展
示
で
す
の
で
、
お
近
く
に
お
越
し
の

際
に
は
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
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移動展示　開催日程
■
交
流
促
進
施
設
「
ど
ん
と
」

　
　

2
月
27
日
～
３
月
5
日

■
利
尻
ふ
れ
あ
い
温
泉

　
　

3
月
6
日
～　
　

12
日

■
仙
法
志
郵
便
局

　
　

3
月
13
日
～　
　

19
日

■
鴛
泊
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル

　
　

3
月
20
日
～　
　

26
日

2
27~

　

２
０
２
１
年
に
調
査
で
利
尻
島
へ
来

島
し
た
ヒ
ト
デ
類
の
専
門
家
、
小
林
格

さ
ん
が
利
尻
島
で
新
種
の
ヒ
ト
デ
を
発

見
し
ま
し
た
。
発
見
者
の
小
林
さ
ん
に

こ
の
ヒ
ト
デ
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
美
し
い
写
真
も
必
見
で
す
。

　　

令
和
３
年
の
夏
に
行
っ
た
シ
ュ
ノ
ー

ケ
リ
ン
グ
調
査
に
よ
り
採
集
さ
れ
た
ヒ

ト
デ
が
ニ
セ
ヒ
メ
ヒ
ト
デ
属
の
未
知
の

種
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
日

本
動
物
分
類
学
会
の
学
術
誌
「Species 

D
iversity

」
に
て
新
種
と
し
て
報
告
し

ま
し
た
。
こ
の
新
種
は
体
が
夕
焼
け
空

の
よ
う
な
美
し
い
橙
色
（
図
A
）
を
示

す
こ
と
か
ら
「
ユ
ウ
ヤ
ケ
ニ
セ
ヒ
メ
ヒ

ト
デ O

dontohenricia occasus

」
と
名

付
け
ま
し
た
。
学
名
の
「occasus

」
は

夕
焼
け
を
意
味
す
る
ラ
テ
ン
語
に
因
ん

で
い
ま
す
。
本
属
は
５
本
の
大
き
な
歯

の
よ
う
な
口
棘
（
こ
う
き
ょ
く
）
を
持

利
尻
島
沿
岸
で

発
見
さ
れ
た
新
種
の
ヒ
ト
デ

ち
（
図
B
）、
新
種
は
こ
の
棘
の
先
端
が

の
こ
ぎ
り
状
で
あ
る
な
ど
の
特
徴
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
棘
の
役
割
は
解
明
さ
れ

て
い
な
い
た
め
今
後
の
研
究
が
待
た
れ

ま
す
。　
　
　
（
東
京
大
学　

小
林
格
）ユウヤケニセヒメヒトデ（A，背側．B，腹側（矢じりは口棘を示す）．( 写真は小林さん提供）

この標本は新種の報告の際に使われた標本のうちのひとつ。当館所蔵（RTMECHI 4)。

論
文
を
読
ん
で
み
た
い
方
は
こ
ち
ら
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

Kobayashi, I. &
 T. Fujita, 2023. 

Species D
iversity, 28: 45-50.

新
発
見
！



リ
イ
シ
リ
購
読
・
閲
覧

利
尻
町
内
の
方
に
は
無
料
で
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

町
外
の
方
は
１
部
に
つ
き
郵
送
料
84
円
の
ご
負
担
で

定
期
購
読
が
可
能
な
ほ
か
、
メ
ー
ル
配
信
も
行
っ
て

お
り
ま
す
。
定
期
購
読
に
つ
い
て
は
当
館
ま
で
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
本
誌
は
博
物
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲

覧
可
能
で
す
。
最
新
号
の
ほ
か
、過
去
2
年
分
の
バ
ッ

ク
ナ
ン
バ
ー
も
公
開
中
で
す
。
下
の
Q 

R
コ
ー
ド
か

ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く

だ
さ
い
。

スマホで
アクセスできます！
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上：利尻 - 稚内間で観察できた真っ白なカモメ科の鳥。正体
は？（内田さん提供写真）

下：鳥類（アオバト）の仮剥製標本を作成しました。長く保
管するためには丁寧な処理を行うことが大切です。完成
した標本は当館で大切に保管しています。

当
館
で
は
博
物
館
で
働
く
専
門
職
員

で
あ
る
「
学
芸
員
」
の
資
格
取
得
の
た

め
の
実
習
生
の
受
入
れ
を
行
っ
て
い
ま

す
。
９
月
に
実
習
で
来
館
し
た
北
海
道

大
学
の
内
田
さ
ん
の
感
想
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
内
田
さ
ん
に
は
、
所
蔵
資
料
の

登
録
・
整
理
や
標
本
作
成
、
フ
ィ
ー
ル

ド
調
査
、
展
示
の
作
成
を
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
前
号
で
ご
紹
介
し
た
川

上
さ
ん
を
含
む
実
習
生
の
お
二
人
が
作

成
し
た
展
示
は
来
年
度
以
降
に
館
内
等

で
の
公
開
を
計
画
中
で
す
。

北
海
道
大
学
理
学
部
4
年
の
内
田
耕

平
で
す
。
２
０
２
２
年
9
月
5
日
か
ら

6
日
間
に
わ
た
り
利
尻
町
立
博
物
館
で

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
夏
に
訪

れ
た
時
か
ら
こ
の
博
物
館
で
博
物
館
実

習
を
受
け
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
今
回

は
そ
の
想
い
叶
っ
て
の
実
習
で
し
た
。

仮
剥
製
の
製
作
や
磯
・
湿
地
帯
で
の

生
物
観
察
と
い
っ
た
実
践
的
な
経
験
か

ら
期
間
中
に
接
近
し
た
台
風
へ
の
備
え

博
物
館
実
習

な
ど
様
々
な
業
務
を
体
験
・
見
学
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

実
習
中
に
制
作
し
た
展
示
の
テ
ー
マ

は
利
礼
航
路
の
海
鳥
で
、
実
際
に
2
日

間
乗
船
し
て
観
察
を
行
っ
た
結
果
を
も

と
に
航
路
探
鳥
（
船
か
ら
鳥
を
探
す
こ

と
）
を
紹
介
す
る
内
容
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
後
日
展
示
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
で
す
の
で
、
ど
こ
か
で
こ
の
展
示
を

目
に
し
た
際
は
海
鳥
の
世
界
に
少
し
で

も
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
嬉
し
い

な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

最
終
日
に
沓
形
岬
で
行
っ
た
「
利
尻

を
感
じ
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
で
は
ご
く

傷
病
鳥
保
護

２
０
２
２
年
10
月
～
12
月
は
6
個
体
の
野
鳥
の
保

護
と
回
収
を
行
い
ま
し
た
．

•	

メ
ボ
ソ
ム
シ
ク
イ
、
10
月
4
日
、
交
流
促
進
施

設
ど
ん
と
、
鹿
島
千
佳
さ
ん

•	

コ
ガ
モ
、
10
月
5
日
、
沓
形
小
学
校
、
沓
形
小

学
校

•	

ル
リ
ビ
タ
キ
、
10
月
24
日
、
鴛
泊
、
飛
鳥
ふ
み

さ
ん

•	

ア
ト
リ
、
10
月
25
日
、
仙
法
志
漁
組
、
長
谷
川

和
枝
さ
ん

•	

コ
ミ
ミ
ズ
ク
、
11
月
7
日
、
森
林
公
園
、
難
波

勝
子
さ
ん

•	

ウ
グ
イ
ス
、
11
月
18
日
、
仙
法
志
漁
組
、
長
谷

川
和
枝
さ
ん

短
距
離
の
歩
行
中
に
も
ニ
シ
ン
漁
に
関

す
る
史
跡
や
海
岸
の
鳥
類
、
岩
場
に
生

息
す
る
生
き
物
、
さ
ら
に
は
溶
岩
な
ど

多
く
の
楽
し
み
方
が
あ
る
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。
幅
広
い
知
識
の
重
要
さ
を
実

感
す
る
と
共
に
、
様
々
な
楽
し
み
方
が

可
能
な
利
尻
島
の
魅
力
を
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
お
忙
し
い
中

僕
の
指
導
を
し
て
下
さ
っ
た
学
芸
員
の

お
二
方
に
は
感
謝
の
気
持
ち
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
必
ず
来
島
し
ま
す
。

(

北
海
道
大
学　

内
田
耕
平
）




